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北極気候 システム研 究(ACSYS)につ いて








































で捉え.監 視することが課題 となるが,気 候の年々変動
も極域に大きく現われるの・で,年 々変動の大 きな振幅に













半 貫 敏 夫
南極でなければできないものの一つがこれである.北
海道東海大の粉川教授,観 測協力室の石沢技官 らと 「共
同研究」でこの問題の検討を始めた.氷 の建築にはいろ
いろなアプローチの手法があるが,現 地に持ち込む資材
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が少なく,少人数で短期間に作 り.ヒげられ,し かも数年






で 「あすか」にアイス ドーム試作を提案 して準備に掛か
り.32次隊として 「あすか」越冬中の本年5月,つ いに




に対 して最も安定 した形の半球 ドームを対象にして,低





た.今 後の課題は,ド ーム周囲に ドリフ トが付いた場合
の不同沈下対策,温 度に敏感なアイス ドームの日射から
の保護,内 部空間の使用に伴 う温度上昇に対する強制換





阿 部 豊 雄
4日に1回の食事当番,当 番の前 日 「お嫁に行っても
こまらない本」等の料理の本を開きメニューを考える.







ました!J.髭面の3名 が2段 ベ ットのそれぞれか ら起
きあが り,そのままテーブルに着 く.か くして,みずほ
基地の一 日が始まる.共 同作業で,飲 料水 ・お風呂の水
筆 を作るため,羽 毛服に身を固め鋸とスコ ・ノブを手に雪








シャンデ リアが.雪 ブロックを切 り出した雪洞は,太 陽
光線によって神秘的な青色をおび,紫 御殿に変わり雪氷
観測等の観測室や倉庫に生まれ変わる.共 同作業終 了後
は各自担当の任務につ く.当時の私の仕事は,電 離層 ・
地磁気 ・オーロラ観測であった.オ ーロラ観測はスケ ッ
チしてその動きを記述する.ス ケッチシー トに地ふぶ き
が降 りそそぎ鉛筆がかすれる.ごつい手袋で雪を払い,
































輻射)観測,野 外行動に対する天気予報 とセスナ ・ピラ
タスに対する航空気象のサポー トがある.彼 らはこれま
で精力的に基地オペ レーションのための金貝作業と気象
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定 常 業 務 に寝 食 を忘 れ 働 い て くれ て い る.こ れ まで の疲
労 の 蓄 積 を考 え る と….結 局,こ の さい甘 え よ う と 自分
の 欲 望 に 走 る.5月3日 出 発予 定 で あ っ た みず ほ 秋 旅行
は,衛 星 か ら来 た情 報 で 定 着 氷 の 後 退 が認 め ら れ た こ と
か ら1週 間 早 め,4月26日 昭 和基 地 出 発 に 変 更 とな った,
4月26日8時15分,気 温 一21℃,風 速0.8m/s,風穏
や か で 快 晴,絶 好 の旅 立 ち の 日.朝 日 を浴 び,隊 長 は じ
め 多数 の 仲 間が 見 送 るな か 雪 一ヒ車 に 乗 り込 む.機 械 担 当
隊 員 の チ ー フが 無事 の 旅 行 を願 って 日本 か らは る ば る持
って きた 貴 重 な1升 びん の 封 を切 りお清 め を して くれた.
前方 に輝 く朝 日が まぶ しい.8時50分,ク ラ ク シ ョン を
目い っぱ い 鳴 ら しア クセ ルペ ダ ル を踏 む.ア クセ ルペ ダ
ルに 乗 せ た 脚 に思 わ ず 力 が 入 る.片 道 約300km,往復
600kmの雪 上 車 旅 行 が ス ター ト し た.周 囲 に林:・〉二す る
氷 山 を横 目 に海 氷 上 を大 陸 に 向 か う,海 氷上 を走 る こ と
66分,南 極 大 陸 の 玄 関"と っつ き岬(1.1本隊 が 使 用 して
い る 大 陸 へ の.ヒ陸 地 点)"に 斎 く.そ して.み ず ほ旅 行
の基 点S16に到 着 したの は11時45分で あ った.昼 食 を と
った 後.今 回 の 旅 行 の 最 大 目的 で あ る ブ ル ドーザ 牽 引 テ
ス トの準 備 作 業 に 取 りか か っ た.雪.ヒ 車2台,ブ ル ドー
ザ1台,燃 料 ドラ ム 等 を搭 載 した 観12台の旅 行編 成 を終
え てS16を出 発 し た の は,翌2711の15時,南 極 の 秋 の1β
い 夕 闇迫 る こ ろで あ った.往 路 は ブル ドーザ 牽 引 テ ス ト
の た め しば し ば機 の 編 成 を変 え る必 要 が あ った.そ り編
成 変 え の 都 度,牽 引 ワ イヤ を接 続 して い る シ ャ ック ルの
取 り外 し取 り付 け を行 わ な けれ ば な ら ない.シ ャ ック ル
が 牽 引 中 の 不 均 一 な力 で歪 んで い た り,凍 り付 い て い た
りで ネ ジが 回 らず か な り 辛い作 業 であ っ た.風 速10メー
トル,気 温 一30°C～-40℃の 中 で の 作 業の た め 短 時 間
で 指 の 感 覚 が 無 くな り.顔 の色 が 白 くロ ー ソク色 に変 わ
っ て くる.
雪.ヒ:Ll,:は,大雪 原 に 道 路 標識 代 わ り に約500m間隔 に
立 て られ た 旗 竿 と所 々 に 置 か れ た ドラム 缶 を目 当 て に,
ル ー ト方 位 表 旗 番 号,次 の 旗 竿 の磁 方 位,距 離 等 を 記
入 した もの)に 従 って 走 る.以 前 は ハ ン ドベ ア リン グコ
ンパ ス で雪 上 車 の 進 路 を定 め 進 ん だ が,今 は レー ダー を
使 って ル ー ト上 に設 置 され た 反 射 器 を捕 え つつ 走行 で き
る よ うに な った.し か し.ブ リザ ー ドや ホ ワ イ トア ウ ト
(地面 及 び 空 か ら光 が 一 様 で 真 っ 白に な り,地 面 の 凹 凸.
地 面 と 空 の 区 別 が 出 来 な くな る 現 象)の と きは30m～
50mま で 近 づ い た は ず の 赤 い 旗 や ドラ ム 缶 が 判 らず,
そ れ を探 す の に1時 間以 上 もか か って1日 の 走 行 距 離 が
わず か数 キ ロ メ ー トル だ った り,一・歩 も進 め ず に 停 滞 を
余 儀 な く強 い ら れ る こ と もあ っ た.南 極 晴 れ の 日は,白
い雪 原 と空 の青 さが 遙 か 彼方 で 雪 平 線 に よ っ て二 分 され,
ル ー トを示 す旗 竿の 赤 旗 が遠 く まで 見 え,雪 上 車 の エ ン











あ り,斜め後方からはかなり低 くなった太陽が照 らし,















ブル ドーザが到着.握手を交わし往路での 互いの 苦労 を
ねぎらう.そ して,雪 上11〔,ブルドーザが引いてきた極
のデポ作業にとりかかる.権のデポが完了 したころには






浸る.早 く基地内を見たい.中 はどの様に変貌 している






終え,基地の トビラを開き,懐中電灯の明 りを頼 りに急
勾配の雪の階段 を降り中に入ったのは11時50分であった.
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活躍 されている).この看板 を見た瞬間 タイムラグは消
えた.勝 手知ったるわが家である.曲 りくねった雪洞の














見て引 き返 し,わが城であった基地出入口近 くの超高層
観測小屋を覗 く.そこにはオーロラ ・電離層警衛空の電





て進み,発 電機室,造 水槽,み ずほ温泉のある方へと向





































.1'.記シ ンポ ジ ウム は7月9日(火)・10日(水)の2日 間,
国'、ンニ極 地 研 究 所6階 講 堂 に お い て 開 催 され た.講 演 発 表
数 は73件で,そ の うちri頭発 表 が40件,ポ ス ター 発 表 が
33件で,参 加 者 は海 外 か らの2名(韓 国1,ド イツ い を
含 め.147名で あ った.211間 の開 催 期 間 に対 して 講演
申 し込 みが 多 数 あ っ た.そ こ で,十 分 な 発 表時 間 を 確保
し,且 つ 全 て の発 表 を 期間 内 に 行 うた め に,昨 年 と 同様,
約 半数 を ポ ス ター発 表 形式 に した.
初 日の午 前 は衛 星 画 像,オ ゾ ン,海 洋 ・海氷 を テ ー マ
と した 発 表 が行 わ れ た,現 在,地 球 環 境 問 題で 必 ず 話題
に な る オ ゾ ンホ ー ル現 象 を 明 ら か にす る た め.各 国 で極
域 観 測 が 強 化 さ れ て い る.日 本 南 極 観 測 隊 で はACR
(南極 域 にお け る気 候 変 動 に関 す る総 合研 究 計1曲Dの一 環
と して,実 施 され て い る 「しらせ 」 船 上 オ ゾ ン観 測 で こ
れ まで 得 ら れ た4年 間 の貴 重 な デ ー タを も とに 中緯 度 か
ら南極 まで の 夏 季 オ ゾ ン分 布 が 報 告 された.併 せ て 昭 和
基 地 に お け る オ ゾ ン ゾ ンデ 観 測 の結 果 も報 告 され た.海
洋 ・海 氷セ ッシ ョンで は船 上 ビ デ オ海 氷 観 測 お よ び31次
越 冬隊 に よ る リュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 海洋 海 氷 観 測 の 概 要 な
ど が紹 介 され た.午 後 はポ ス タ ー 発表 が 行 われ た.前 半
は 大気 微:ll職分 ・エ ア ロ ゾ ル,オ ゾ ン,海 洋 ・海 氷,気
極 地 研 ニ ュ ー ス104
象 ・雪氷観測の各セ ッシ ョン,後半 は衛星画像 ・レー
ダー観測,堆 積環境 ・氷床変動.コ ア解析,成 層圏 ・気
候の各セッションに分け,そ れぞれ90分間の発表時間内











2日目はまず大気微i■Vjk分・エアロゾル,気 象 ・雪氷● 観測に関する発表があった.こ こで も越冬観測,そ して


















して,領 空系の 「ポーラーパ トロール気球による超高層
k気の観測(3年計画2年 次)」,気水圏系の 「氷床 ドー
ム深層掘削観測計画(5年計画1年 次)」,地学系の.「第
H期束クイーンモー ドランド地域の雪氷 ・地学研究計画
〔8年計画4年 次)],生物 ・医学系の 「海氷圏生物の総
合研究〔5年計画1年次)1等を実施する.
また,設営llliでは,「Hl{和基地整備計画(8年計tltSi　l年
次)」として,従 来分散 していた,隊 長室,庶 務室,通
信室等の中枢機能及び食堂,娯 楽室,医 務室等の生活機
能を集中化し,基地の中心的役割を担 うと共に,基地生
活 の 向 上 を 図 る た め の 「管 理 棟(3階 建,
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第33次隊 夏期 総 合、」11練参〃11者.
第33次南極地域観測隊の夏期総合訓練
第33次南 極 地 域 観}貝1]隊の 夏期 総 合 訓練 は,福 地 隊 長以
卜.,関係 者65名が 参 加 し,長 野 県 の文 部 省 菅平 高15(体育
研究 場 に お い て,6月24H～6月28日 まで の5[1問 に わ
た って 行 わ れ た.
この 夏期 総 合Jll練で は.観 測 隊 σ)任務 と して遂 行 す る
、11.画等 に つ い て,隊 員 各 自 に 目覚 を求 め,ま た,　tlk/tkま
で の 短 い準 備 期 間 をll'効な もの にす る こ と を 目的 と し,
南 極 観 測 に 関連 した 講 義 を行 う と と もに,各 種 の 情 報 提
供 と救 急,消 火 等の 実 技 訓 練 を実 施 した.
ま た,隊 員4ヤ員が ・堂 に会 す る数 少 な い 機 会 を利 用 し
て.自 然 の 中 での チ ー ム ワ ー クつ く[)や結1;門ご とに 分
か れ た分 科 会,検 討 会 が 夜 遅 く まで 行 わ れ た,
..-6
中村庶務課課長補佐死去
















佐 藤 夏 雄(助教授研究系)
教授研究系(生 理生態学研究部門)
福 地 光 男(助 教授研究系)
昭和基地
観測隊だより
7月太陽が2カ 月ぶ りに戻り,日増 しに昼間が長くな
るにつれ隊員の士気も高揚 し基地内外での活動が活発に
なってきた.月 前半はブリザー ドが来襲 し7月の記録と
しては第1位 の強風(最大風速40.Om/s,最大瞬間風速
51.Om/s)とな り多 くの建物で雪の侵入が激 しかった他,





























極 地 研 ニ ュ ー ス104
南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　〔℃)
最 高 気 温(Max,temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧　(Meanvapourpressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Meanwind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速 　(Gust>　(m/s)




























































が続 くことになる.最新の技術 を導入 した受信システムは衛星受信に際しての煩雑な作業の大部分を自動的にやっ
てのけるが,シ ステムの初期設定,受 信データ確認,受 信データ記録などは毎軌道ごとに確実に行われなければな
らない.昼 夜や基地生活の都合など一切おかまいなしにやって くるEXOS・D衛星の受信観測はこれまでの昭和基
地では経験の無かった全く新 しいタイプの仕事となっている.
図は昭和基地にて得られたオーロラに伴うプラズマ波動観測例.(東北大学理学部協力)
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